
『
イ
ン
フ
ラ
』
と
い
う
言
葉
か
ら

何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

私
た
ち
が
生
活
を
す
る
上
で
基
盤
と
な
る
公
共

施
設
や
整
備
の
こ
と
で
、
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
、

通
信
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
普
段
、
何
気
な
く
通
り
か
か
っ
た
り

目
に
し
た
り
す
る
橋
や
ダ
ム
、
鉄
塔
、
道
路
な
ど

の
土
木
施
設
も
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
す
。
そ
の
土

木
施
設
が
今
、
観
光
資
源
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
「
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
、
ダ
ム
や
工
事
現
場
な

ど
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
内
部
を
見
学

し
、
ス
ケ
ー
ル
感
の
大
き
さ
や
通
常
で
は
味
わ
え

な
い
非
日
常
感
を
楽
し
み
な
が
ら
、
防
災
や
治
水

シ
ス
テ
ム
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

魅
力
的
な
内
容
で
す
が
認
知
度
は
低
く
、
な
か

な
か
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
の
と
こ
ろ
。
国
も

２
０
１
６
年
度
か
ら
本
腰
を
入
れ
、
イ
ン
フ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

山
や
川
の
恵
み
を
存
分
に
受
け
、

四
季
に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る
奥
会
津
。

県
内
有
数
の
観
光
名
所
で
、
国
内
外
か

ら
観
光
客
が
足
を
運
び
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
自

然
が
脅
威
と
な
っ
て
襲
い
か
か
っ
て
く
る
こ
と
も
。

自
然
と
共
存
す
る
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
の
暮

ら
し
や
命
を
守
る
た
め
の
土
木
施
設
が
奥
会
津
に

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
奥
会
津
の
土
木
施
設
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
観
光
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
『
奥
会
津
イ

ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
た

な
観
光
資
源
が
創
ら
れ
人
の
往
来
が
増
え
れ
ば
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

＼ Okuaizu Infrastructure Tourism ／

令和４年度vol.1 「奥会津インフラツーリズムってなに？」

奥
会
津
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は

柳
津
町
、
三
島
町
、
金
山
町
、
昭
和

村
、
只
見
町
を
対
象
に
、
そ
の
土
地

な
ら
で
は
の
体
験
や
食
文
化
、
景
色
を
取
り
入

れ
ま
す
。

例
え
ば
「
体
験
」
。

峠
道
の
保
全
や
整
備
を
す
る
「
道
普
請
（
み

ち
ぶ
し
ん
）
」
は
木
材
を
運
搬
し
て
釘
を
打
つ

昔
な
が
ら
の
工
法
で
、
全
て
手
作
業
で
立
派
な

道
を
作
り
ま
す
。
通
常
の
観
光
で
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。

自
ら
の
手
で
生
み
出
し
た
道
が
雪
や
雨
に
耐

え
、
果
た
し
て
無
事
な
の
か
？
道
普
請
は
作
業

が
終
わ
っ
た
後
も
、
ま
た
奥
会
津
を
思
い
出
し

戻
っ
て
き
た
く
な
る
、
そ
ん
な
体
験
で
す
。

奥
会
津
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
、
見
え
る
も
の

「観
光
」と
い
う
視
点
で

イ
ン
フ
ラ
に
着
目

橋
、
ダ
ム
、
ト
ン
ネ
ル
、…

主
役
は
土
木
イ
ン
フ
ラ

Newsletter 

？

奥会津

インフラ

メモ①

只見町

新

例

金山町

昭和村

柳津町
三島町

宮下アーチ３兄（橋）弟

所在地：三島町宮下地内（JR只見線会津宮下駅から徒歩５分）

上から国道の新宮下橋、JR只見線の大谷川橋梁、県道の宮下橋で、３
つのアーチ橋を同時に見ることができます。それぞれ順に長男、二男、
三男と称し、「アーチ３兄（橋）弟」と名付けられています。
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福島県会津若松建設事務所 企画調査課

い
つ
の
間
に
か
工
事
が
始
ま
り

気
が
つ
く
と
完
成
し
て
い
る
。
や

が
て
、
見
慣
れ
た
風
景
の
一
部

に
ー
ー
ー
。
土
木
イ
ン
フ
ラ
の
イ

メ
ー
ジ
っ
て
、
ざ
っ
く
り
と
こ
ん

な
も
の
で
し
た
。

奥
会
津
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

事
業
に
携
わ
っ
て
以
来
、
ち
ょ
っ

と
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

「
あ
れ
っ
、
土
木
イ
ン
フ
ラ
っ
て

芸
術
的
じ
ゃ
な
い
？
」
と
思
う
よ

う
に
。
外
か
ら
太
陽
光
が
差
し
込

む
と
雰
囲
気
を
変
え
る
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
や
ア
ー
チ
状
に
な
っ
て

い
る
橋
の
曲
線
美
な
ど
、
不
思
議

な
こ
と
に
今
ま
で
た
だ
な
ん
と
な

く
見
て
き
た
も
の
が
、
違
っ
た
も

の
に
見
え
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
ア
ー
ト
を

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
見
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
！

（
吉
田
）

基礎調査

・インフラを観光目線で調査
・一般消費者を対象とした
モニターツアー

定着化への道筋づくり

・推進事務局の設置
・インフラ施設側の受入体制推進
・旅行会社を対象とした
モニターツアーや商談会

・テスト販売

定着化

・推進事務局の設置
・旅行会社を対象とした
モニターツアーや商談会

・情報発信の強化
・旅行商品の造成支援

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

令和

５年度

そもそも、「奥会津インフラツーリズ

ム」に需要ってあるの？奥会津の土木イ

ンフラの魅力って何？関心度は高い？

奥会津インフラツーリズムの定着化を

目指し、令和２年度から一般の方や観光

業の方々にもご協力をいただきながら、

調査や分析を進めてきました。

今後の取り組み

奥会津を知り尽くす

地域の方々

旅行商品をつくる

旅行会社

インフラ施設を提供する

インフラ管理者

３者が連携して
持続可能な体制づくりを
検討していきたい

編
集
後
記

・買い手側（消費者）のニーズを探る･･･
・高評価のインフラがあった！
・観光コンテンツとして広く認知される
ためには、「この場所ならではの体験・
地元との交流・ガイドのわかりやすさ」
が今後、鍵となる

・定番の人気商品へと磨き上げる
・インフラ見学には、非日常感などの
付加価値を付けることがポイント

・さらに、奥会津地域の特色も加味

・売り手側（旅行会社）のニーズを探る･･･
・商品流通の方法と並行して受入体制の整
備も重要

インフラ ×

奥会津の 絶景
奥会津の 食
分かりやすい ガイド

ふ
む
ふ
む

な
る
ほ
ど

1人では進められない…

ふぅ


